
防災科研の
地震観測網

資料 計６２－（５）

目的：地震による被害の軽減及び地震現象の解明

長期的な地震発生の可能性の評価

地殻活動の現状把握・評価

地震動の予測・津波予測の高度化

地震に関する情報の早期伝達

地震観測

・高感度地震観測：水平距離約20km間隔の三角網

・広帯域地震観測：水平距離約100km間隔の三角網

地震動（強震）観測：水平距離約20km間隔の三角網

基盤的調査観測等の推進

観測は、業務的に長期間（少なくとも数十年間程度）にわたり安定して行うものとする。

研究機関が、地震現象の理解に向け、より詳細、多様な研究的な調査観測を実施してい
くことが期待される。



高感度地震観測網

2000年10月～
深さ100m以深の井戸底で観測
3成分高感度速度型地震計
サンプリング周波数：100Hz
連続波形データ収録

全国に約20km間隔に約
800点展開中

［基盤的調査観測計画の
目標：水平距離で約
20km間隔の三角網を目
安として全国約1200点］

1995年3月～

長さ30～50mのトンネルの奥に

広帯域地震計と速度型強震計を設置

サンプリング周波数：100Hz

連続波形データ収録

広帯域地震観測網

信号線

記録室

地震計室

広帯域地震計
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強震計

データ伝送装置

GPS
アンテナ電話線

電力線

入口

2.3 m
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全国に約70点展開中

［基盤的調査観測計画の目標：
水平距離で約100km間隔の三角
網を目安として全国約 100点］



●強震観測網（K-NET）

1996年6月～

3成分加速度型強震計が地表に一式

サンプリング周波数：100Hz
イベントトリガー収録

約1000観測点

強震観測網

●基盤強震観測網（KiK-net）
1997年10月～

3成分加速度型強震計が地表と

井戸底に各１式

サンプリング周波数：100Hz
イベントトリガー収録

約700観測点

［基盤的調査観測計画の目標：
水平距離で約 20km間隔の三角
網を目安として全国約1200点］

観測点空白域

・島嶼部
・新潟－神戸ひずみ集中帯
（金沢～福井～琵琶湖）

・北海道，青森，磐越

今後予定している計画
・故障・老朽化している地震計の計画的な更新

（確実なデータ取得及びデータの質の確保）

・空白域（島嶼部・内陸の一部)へ観測施設の展開

稼働率 （赤）Hi-net, （緑）F-net



課題など

運用面（組織・人的・予算）

・安定した観測体制を継続するための人員（研究者・技術者）及
び予算の確保

・計画的な機器更新を行うための予算の確保

・観測データの高度利用及び迅速な障害検知化のための連続伝送
の実現(K-NET, KiK-net)

技術的
・耐障害性および耐久年数の向上

・低消費電力な観測機器の開発

・観測機器の長周期対応等の高度化

・誤報の自動検知機能の開発・実装

・長周期地震動をはじめとする各種強震指標の観測機能の追加

・低ノイズ(特に長周期）、大振幅対応機器の開発

全観測網共通：

・HPからデータダウンロード可

・解析結果をHPに掲載

観測井

加速度計

速度計

A/D

27bit
100Hz

A/D

24bit
100Hz

連続データ伝送

各観測点

時刻情報
GPSGPS

イベントトリガー

EarthLAN (IP-VPN)

~4G

~2G

ISDN

連続データ：Hi-net/F-net

・一元化データ流通

イベントデータ：K-NET

・気象庁への震度情報伝送

データの流通・公開状況（提供先および方法）

学術研究・教育

国立大学法人等国立大学法人等

監視業務

気象庁気象庁

データアーカイブ
公開

データアーカイブ
公開

防災科研防災科研

一般市民
防災関係者
民間企業

InternetInternet



2012年4月に気象庁が震源決定に
用いた観測点の延べ数の割合

60%

気象庁一元化震源情報への貢献度
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震度情報ネットワーク



http://www.bosai.go.jp

インターネットを用いた地震情報の提供

(Hi-net)
・緊急地震速報
・気象庁の一元化震源決定への利用
・地震本部の現状評価、長期評価
・地震活動，地殻変動の現況把握
・地殻構造の把握

(F-net)
・断層破壊過程の把握
・地球内部構造の把握

（K-NET,KiK-net)
・強震動分布の把握
・断層破壊状況の把握
・震度情報ﾈｯﾄﾜｰｸの一部を構成
・地震ハザード評価
・緊急地震速報（中深層等）
・長周期地震動情報

（気象庁・防災科研にて計画中）

具体的な活用事例
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地震調査研究以外の活用事例
(Hi-net, F-net)
・火山観測研究
・土砂災害研究

（K-NET,KiK-net)
・サイト波による耐震設計
・耐震実験の入力波


